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◎二十歳のつどい、晴れやかに。
◎友好都市川越市との 50年
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新
た
な
決
意
を
胸
に

令
和
５
年
１
月
８
日
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、

棚
倉
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
が
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
成
人

式
か
ら
二
十
歳
の
つ
ど
い
へ
名
称
を
変
更
し
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
今
年
度
内
に
二
十
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
棚
倉
中
学
校
の
卒
業
生
を
は
じ
め
と

し
た
、
今
年
の
対
象
者
は
１
３
４
人
で
、
式
典
に
は
１
０

２
人
が
参
加
し
、
保
護
者
や
恩
師
と
と
も
に
新
た
な
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
華
や
か
な
振
り
袖
や
袴
、
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
「
久
し
ぶ
り
！
」
、

「
元
気
だ
っ
た
？
」
、
「
大
人
に
な
っ
た
ね
」
な
ど
と
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

厳
か
な
空
気
の
中
で
始
ま
っ
た
式
典
で
は
、
恩
師
や
来

賓
の
方
々
か
ら
、
祝
福
と
温
か
い
激
励
を
込
め
た
祝
辞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
困
難
な
状
況
で
も
た
く
ま
し
く
成
長

し
た
二
十
歳
の
皆
さ
ん
に
は
、
輝
か
し
い
未
来
が
待
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
保
護

者
へ
の
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
歩
む
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
邁
進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１月８日、真新しいスーツ
や色鮮やかな振り袖に彩ら
れた「棚倉町二十歳のつど
い」が祝福の中、盛大に行
われました。

二十歳のつどい、
晴れやかに。
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二
十
歳
の
つ
ど
い
の
様
子
を

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
し
て
い
ま
す

令
和
５
年
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
様
子
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｙ
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ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
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二十歳代表  誓いのことば

棚倉町
二十歳の
つどい

YouTube

令和５年

甲賀　庸資さん
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▲たなちゃん像贈呈式

▲式典での植樹のようす

▲川越市から贈ら
　れたブロンズ像

　埼玉県川越市と友好都市盟約を締結したのは、昭和47年1月。両市町は50年間、
友好都市としての絆を深めてきました。
　これまでの川越市との交流の軌跡をご紹介します。

50
周
年
を
迎
え
て

友
好
都
市
提
携
50
周
年
を
迎
え
た

今
年
度
は
、
10
月
14
日
に
川
越
市
で

行
わ
れ
た
川
越
市
姉
妹
友
好
都
市
記

念
式
典
に
町
長
が
出
席
、
姉
妹
友
好

都
市
記
念
式
典
共
同
宣
言
へ
署
名
を

し
、
友
好
都
市
交
流
の
次
世
代
へ
の

継
承
や
、
さ
ら
な
る
友
好
親
善
と
相

互
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
再
宣

言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
30
日
に
は
、
川
越
市

市
制
施
行
一
〇
〇
周
年
記
念
と
し
て
、

川
越
市
の
初は
つ
か
り雁
公
園
内
で
植
樹
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
棚
倉
町

か
ら
寄
贈
し
た
三
春
滝
桜
の
子
孫
木

を
両
市
町
長
、
両
市
町
議
会
議
長
が

植
樹
し
、
こ
れ
か
ら
の
両
市
町
の
発

展
を
祈
念
し
ま
し
た
。

川
越
市
と

　
　
棚
倉
町
の
つ
な
が
り

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
今
か
ら

１
５
７
年
前
、
江
戸
時
代
の
慶

応
２
年
（
１
８
６
６
）
に
、
第

15
代
棚
倉
城
主
の
松ま
つ

平だ
い
ら

周す

防お
う
の

守か
み
康や
す
ひ
で英
公
が
、
川
越
藩
に
国
替

え
さ
れ
た
こ
と
が
縁
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
歴
史
的
な
つ
な

が
り
を
も
っ
て
、
昭
和
47
年
に

友
好
都
市
盟
約
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

川
越
市
と
の
交
流
は
、
昭
和

47
年
の
８
月
に
開
催
さ
れ
た

「
川
越
市
・
棚
倉
町
親
善
剣
道

交
歓
会
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
大
会
は

令
和
元
年
ま
で
48
年
間
、
１
年

も
休
む
こ
と
な
く
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
は
川

越
市
・
棚
倉
町
ゴ
ル
フ
交
流
大

会
が
、
平
成
23
年
か
ら
は
川
越

市
・
棚
倉
町
交
流
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
る

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交

流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
今
日
の

親
交
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

川
越
市
と
棚
倉
町
と
の
交
流
の
歴
史

Ｓ
47

友
好
都
市
盟
約
締
結

第
１
回
川
越
市
・
棚
倉
町
親
善

剣
道
交
歓
会
開
催

Ｓ
59

「
友
好
の
森
林
」
づ
く
り
協
定
調

印
式
と
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
る

Ｓ
63

第
１
回
川
越
産
業
博
覧
会
へ
の

　
　
　
参
加
・
出
展

Ｈ
６

民
間
団
体
主
催
の「
八
溝
探
勝
会
」

に
川
越
市
民
を
招
待

　
　
　
（
以
後
、「
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
事

業
」
と
し
て
、
交
互
に
市
町
民
を

ま
つ
り
等
に
招
待
す
る
な
ど
、
交

流
を
図
る
）

Ｈ
７

両
市
町
の
児
童
に
よ
る
相
互
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
事
業
始
ま
る

　
　
　
（
夏
季
は
棚
倉
町
、
冬
季
は
川
越

市
で
実
施
）

Ｈ
11

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」
締
結

Ｈ
13

第
１
回
川
越
市
・
棚
倉
町
ゴ
ル
フ

交
流
大
会
開
催

Ｈ
16

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
整
備
に

よ
り
町
の
中
心
部
に
川
越
市
の

「
時
の
鐘
」
を
模
し
た
「
時
の
鐘
」

を
建
設

川
越
市
と
保
養
施
設
契
約
を
締
結

（
川
越
市
民
の
保
養
施
設
と
し
て

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
を
指
定
）

Ｈ
23

第
１
回
川
越
市
・
棚
倉
町
交
流

　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

Ｒ
４

友
好
都
市
提
携
50
周
年
を
迎
え
る

川
越
市
か
ら
は
、
友
好
都
市

提
携
50
周
年
記
念
と
し
て
、
川

越
市
在
住
の
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ヤ
ジ
マ
キ
ミ

オ
さ
ん
が
制
作
し
た
「
た
な
ち

ゃ
ん
」
像
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
現
在
、
役
場
１
階
の

町
民
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
役
場
正
面
玄
関
入

口
に
は
、
昭
和
57
年
9
月
に
役

場
庁
舎
竣
工
記
念
と
し
て
川
越

市
か
ら
贈
ら
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像

も
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
50

年
に
わ
た
る
両
市
町
の
友
好
の

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
ご
覧
に
な

っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

友好都市川越市との50年
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これからの交流
昭
和
、
平
成
、
令
和

時
代
を
超
え
て
つ
な
ぐ
交
流

こ
の
50
年
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
行
っ
て
き
た
川
越
市
と
棚
倉
町
。

今
後
も
、
両
市
町
の
発
展
に
向
け

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
や
相

互
訪
問
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、

川
越
市
で
の
物
販
を
通
じ
た
町
特
産

品
の
魅
力
発
信
を
行
う
な
ど
、
長
き

に
わ
た
り
紡
い
で
き
た
友
好
都
市
の

交
流
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
き

ま
す
。
き
っ
と
新
し
い
活
力
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

川
越
市
は
、
埼
玉
県
の
中
央
部

よ
り
や
や
南
部
に
位
置
し
、
時
の

鐘
や
蔵
造
り
の
町
並
み
な
ど
歴
史

・
文
化
を
生
か
し
た
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
多
数
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
ま

た
、
10
月
に
行
わ
れ
る
川
越
ま
つ

り
は
、
３
７
０
年
の
時
代
を
越
え

て
受
け
継
が
れ
る
市
内
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
豪
華
絢
爛
な
山
車
が

曳
き
回
さ
れ
、
多
く
の
観
衆
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
川
越

市
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

広報で振り返る　これまでの軌跡

川
越
市
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

川
越
市

検
索

川越市
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໿ॻʹॺ໊͠·ͨ͠ɻ

平成18年
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十
万
石
棚
倉
城
ま
つ
り
で
は
、
川
越
藩
行
列
保

存
会
に
よ
る
武
者
行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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■お問い合わせ・お申し込み
　保健福祉センター
　☎33－7801　FAX33－7820
（健康福祉課　健康づくり係・高齢者係）

ɹฏ੒29年ʹߦΘΕͨʮ৯ߦಈ࣮ଶ೺Ѳௐࠪʯͷ݁Ռ（ද１）͔Βɺݝೆ஍Ҭ͸ɺݝશମͱൺ
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Έ·͠ΐ͏ɻ

ɹொͰ͸ɺ݂ߴѹʹ͔͔Δҩྍඅֹ͕ߴԽ
ߴ΋ଟ͍͜ͱ͔Βɺ11月17日ʹʮऀྍ࣏͠
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ग़యɿ෱ౡݝɹฏ੒29年౓ݮԘˍ໺ࡊΛ৯΂Α͏େ࡞ઓ৯ߦಈ࣮ଶ೺Ѳௐࠪ

ग़యɿ෱ౡݝݝೆอ݈෱ࣄࢱ຿ॴɹ݈૿߁ਐ՝

幼児歯科クリニック
 実 施 日ɹ̎月14日 
 受付時間ɹ࣌１ޙޕʙ１45࣌෼
 実施場所ɹอ݈෱ࢱηϯλʔ
 対 象 児ɹ令和̎年12月ʙ令和３年̎月ੜ
 ɹɹɹɹɹ令和̎年̒月ʙ̔月ੜ
 持 ち 物ɹ฼߁݈ࢠखாɺ໰਍ථɺࣃϒϥγɺ
 ɹɹɹɹɹࣃ༺্͛࢓ϒϥγɺίοϓɺ
 ɹɹɹɹɹϑΣΠελΦϧ

օ༷ͷ͝ྗڠΛ͓͍͠ئ·͢ɻ
～献血バスが来町します～

実施日 受付時間 実施場所

̎月28日 

࣌લ̕ޕ
ʙਖ਼ޕ ߴ ా ࢈ ঎ ᷂

࣌̎ޙޕ
ʙ࣌̐ޙޕ ୨ ૔ ொ ঎ ޻ ձ

食べ方や調味を工夫しましょう！

☆高血圧予防教室を開催しました☆

表１

４つのポイント

項　　　目 福島県 県南地域
ؒ৯ճ数͕ʮ１日̎ճҎ্ʯ 37�5ˋ 51�6ˋ
ຬෲʹͳΔ·Ͱ৯΂Δ͜ͱ͕ʮ͍ͭ΋ʯ·ͨ͸ʮ΄ͱΜͲ͍ͭ΋ʯ 29�5ˋ 34�0ˋ
໙ͷोΛҿΉྔ͕ʮશ෦ҿΉʯ·ͨ͸ʮ൒෼͘Β͍ҿΉʯ 45�2ˋ 52�9ˋ
ϚϤωʔζ΍ένϟοϓΛ৯΂Δ͜ͱ͕ʮຖ日̎ճҎ্ʯɺʮຖ日
１ճʯ·ͨ͸ʮि̐ʙ 6 ճʯ 16�6ˋ 22�1ˋ

１.ベジ・ファースト
ɹ৯ࣄ͸ɺ「野菜から」৯΂
ܹٸΊ·͠ΐ͏ɻ݂౶஋ͷ࢝
ͳ্ঢ͕཈͑ΒΕɺੜ׆श׳
පͷ༧๷ɾվળʹͳΓ·͢ɻ

２.味つけは「ちょっとうす味」に
ɹຯ͚ͭ͸ʮͪΐͬͱബ͍
͔ͳʁʯͰετοϓʂ
०ͷ৯ࡐͷຯΛָ͠Έɺ
Ԙ͠·͠ΐ͏ɻݮ͍͓͘͠

３.盛りつけは、１人ずつ分けて
ɹେࡼʹ੝Γ͚ͭΒΕͨྉ
ཧ͸ɺ୭͕ͲΕ͚ͩ৯΂ͨ
͔෼͔ΓͮΒ͘ɺ৯΂ա͗
ʹͳΓ͕ͪͰ͢ɻ

４. よくかむことを意識しよう

ɹΏͬ͘ΓɺΑ͔͘ΜͰ৯΂Δ
ͱຬ଍͕ײಘΒΕ·͢ɻ

１人ずつ分けて
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令和５年度「住民定期健康診査申込票」について

オミクロン株対応２価ワクチン未接種の方へ

～２月１日はフレイルの日です～

ɹࠃͰ͸ɺ৽ܕίϩφϫΫνϯ઀छΛؒظ͏ߦΛɺ令和５年３月31日·Ͱͱ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹ令和̐年ळ͔Β઀छΛ։ͨ࢝͠ΦϛΫϩϯגରԠ̎ՁϫΫνϯ͸ɺैདྷܕϫΫνϯͷॳճ઀छ
（１ɾ̎ճ໨）Λྃ͠׬ɺҰఆܦ͕ؒظաͨ͠12ࡀҎ্ͷํͰ͋Ε͹ɺ１人１回接種͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖
·͢ɻ
ɹॏ঱ԽϦεΫͷऀྸߴ͍ߴͷํ౳͸΋ͱΑΓɺए͍ํ΋଎΍͔ͳ઀छΛ͝ݕ౼͍ͩ͘͞ɻ
ɹ઀छΛر๬͞ΕΔํ͸ɺ୨૔ொ৽ܕίϩφϫΫνϯ૬ஊઐ༻μΠϠϧʹ͓ਃ͠ࠐΈ͍ͩ͘͞ɻ

ɹՃྸʹΑΓମ΍৺ͷ͸ͨΒ͖ɺࣾձతͳͭͳ͕Γ
͕ऑ͘ͳͬͨঢ়ଶΛ͍͍·͢ɻͦͷ··์ஔ͢Δͱ
ཁհޢঢ়ଶʹͳΔՄೳ性΋͋Γ·͢ͷͰૣظͷ༧๷
͕େ੾Ͱ͢ɻ

ɹ্޲ྗےͷ΄͔ɺ৯ཉ΍৺
ͷ݈߁ʹ΋ྑ͍Ө͕͋ڹΓ·
͢ɻଓ͚ΒΕΔ΋ͷ΍ɺՈࣄɺ
ఉࣄ࢓ͳͲ΋͓͢͢ΊͰ͢ɻ

ɹझຯ΍ࣄ࢓ɺՈ଒΍༑人ͱ
ͷ͓͠Ό΂ΓͳͲ人ͱؔΘΔ
ΐ͏ɻ͠·ͪ࣋ձΛػ

ɹόϥϯεͷऔΕͨ৯ࣄΛ３
৯͔ܽͣ͞Α͔͘ΜͰ৯΂·
͠ΐ͏ɻ
ɹ৯ޙ΍৸Δલ
ͷࣃຏ͖ɺٛࣃ
ͷ͓खೖΕɺઉ
ͷέΞ΋๨Εͣ
ʹ͠·͠ΐ͏ɻ

ɹӡಈɺ৯ࣄɺࣾձࢀՃͷ３ͭΛҙࣝͯ͠औΓ૊ΜͰ͘͜ߦͱ͕େ੾Ͱ͢ɻ

 住民健診実施期間ɹ̒月28日 ʙ̓月14日 （༧ఆ）

そ　　の　　他ɹॅຽ݈਍ͷৄܾ͕ࡉ·Γ࣍ୈɺड਍ʹؔ͢ΔҊ಺Λૹ෇͠·͢ɻ

棚倉町新型コロナワクチン相談専用ダイヤル

０１２０-５６７-５４２

保健福祉センターだより

フレイルとは？

フレイル予防・改善するために

運　　動 食　　事 社会参加

ɹ令和̑年౓ͷॅຽ݈਍（݈߁਍ࠪɾ͕Μݕ਍）͸ԼهͷؒظͰ࣮͢ࢪΔ༧ఆͰ͢ɻ
住民健診受診の意思確認のための「申込票」を例年３月に全世帯へ送付していましたが、今

年度から申込票の送付は実施しません。
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転
出
届
に
つ
い
て
は
、
2
月
6
日

か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
届
け
出
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
方
は
、
転
出
に
あ
た
り
役
場
へ
の

来
庁
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
電
子
証
明
書

が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
で
、
日
本
国
内
で
の
引

越
し
を
す
る
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
ご
自
身
単
身
で
の
引
越
し
の

ほ
か
、
ご
自
身
と
同
一
世
帯
員
、
ご

自
身
以
外
の
世
帯
員
の
引
越
し
で
も

利
用
可
能
で
す
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ

て
転
出
届
を
提
出
し
た
後
は
、
転
入

先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
等
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課

行
政
管
理
係

☎
33
│
２
１
１
１

民
生
委
員

〇
開
催
日

２
月
13
日
㈪

〇
時

間

午
前
９
時
〜
正
午

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日

２
月
16
日
㈭

〇
時

間
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
│
２
６
２
３

町
内
で
排
水
設
備
の
工
事
を
す
る

に
は
、
指
定
工
事
店
と
し
て
の
登
録

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
登
録
後
は
５

年
ご
と
に
更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
受
付
期
間
内
に
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
受
付
期
間

３
月
１
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈬

（
平
日
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課

下
水
道
係

33
│
２
１
１
９

お
知
ら
せ

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
２
月
17

日
㈮
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

○
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
８
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
７
期

納
期
限
は
２
月
28
日
㈫
で
す
。

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ

で
も
納
付
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

今
月
の
納
税
・
納
入

２
月
の
心
配
ご
と
相
談

引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス

検
索

デジタル庁
ホームページ

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
新
規

お
よ
び
更
新
登
録
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

転
出
届
を
提
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

♦
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

梶

春
江
さ
ん
（
再
任
）

委　
　

員　
　

長

高
橋

典
昭

委
員
長
職
務
代
理
者

須
藤

常
雄

委　
　
　
　
　
　
員

梶　
　
春
江

任
期

令
和
４
年
12
月
26
日
〜

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
12
月
25
日

委
員
構
成
（
敬
称
略
）

委
員
紹
介
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・
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
袋
な
ど

を
用
意
し
、
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

・
公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
や
、

他
人
の
所
有
す
る
場
所
で
飼
い
犬
の

ふ
ん
を
放
置
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と
２
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
そ
の
ご
家
族

の
方
で
、
加
齢
や
病
気
な
ど
に
よ
り
運

転
を
続
け
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
安
全
運
転
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
が
あ
り
ま
す
。
「
若
い
頃
と
ち
ょ

っ
と
違
う
な
」
、
「
お
か
し
い
な
」
と

感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
安
全
運
転
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

「
♯
８
０
８
０
」

福
島
県
内
か
ら
の
電
話
は
、
福
島
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〇
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
平
日
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

家
庭
等
で
野
外
焼
却
を
す
る
こ
と
は

一
部
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
す
る
と
罰
則
の
対
象
（
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円
以
下

の
罰
金
）
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
法
人

等
の
場
合
も
厳
し
い
罰
則
（
３
億
円
以

下
の
罰
金
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
所
定
の

集
積
所
へ
出
す
か
、
東
白
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
東
白
衛
生
組
合
）
へ
直
接
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
全
国
一
斉

に
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時

２
月
15
日
㈬

午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

・
登
録
制
メ
ー
ル
へ
の
一
斉
配
信

・
防
災
行
政
用
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

犬
の
ふ
ん
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
ま
ず
は
相
談
を

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

インフォメーション

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

12月の
棚倉町の
交通事故
発生状況

人
身
事
故

１
件

死
者
数

０
人

傷
者
数

２
人

物
件
事
故

ûø
件

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

前
年
に
比
べ
、
令
和
４
年
中
の
町

内
の
人
身
事
故
は
減
少
し
、
物
件
事

故
は
増
加
し
ま
し
た
。
年
明
け
に
県

内
で
悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
が
起
き

た
ば
か
り
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
気

を
引
き
締
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
２
月
は
ス
リ
ッ
プ
事
故
に

注
意
が
必
要
で
す
。
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
行
動
し
、
「
急
」
の
付
く
運

転
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
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○
日　
　
時

2
月
14
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時（
課
税
事
業
者
向
け
）

午
後
2
時
〜
3
時（
免
税
事
業
者
向
け
）

○
会　
　
場

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

○
申
込
期
限

2
月
8
日
㈬

説
明
会
終
了
後
、
希
望
者
の
方
に
登

録
申
請
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

白
河
税
務
署

法
人
課
税
部
門

☎
０
２
４
８
│
22
│
７
１
２
８

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
自
己
の

健
康
管
理
と
医
療
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、毎
年
１
回「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
診
療
分
の

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」は
、２
月
下
旬

か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
自
分
の
受
診
状
況

な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
お
知
ら
せ
は
、
県
内
全
域
に

順
次
発
送
す
る
た
め
、
個
別
の
発
送
に

は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
確
定
申
告
を
急

が
れ
る
場
合
は
、
領
収
書
に
よ
り
申
告

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
４
│
５
２
８
│
９
０
２
５

インフォメーション

軽
自
動
車
税
、
自
動
車
税
種
別
割
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
ま
た
は

使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

例
年
、
「
所
有
し
て
い
な
い
自
動
車

の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
」
、
「
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
軽
自

動
車
お
よ
び
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕

車
等
の
譲
渡
や
廃
車
、
死
亡
な
ど
に
よ

り
登
録
内
容
の
変
更
・
抹
消
等
が
あ
る

場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

■
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
０
５
０
│
５
５
４
０
│
２
０
１
６

■
自
動
車
税
種
別
割
納
税
通
知
書
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

☎
０
２
４
８
│
23
│
１
５
１
９

確
定
申
告
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

ご
自
宅
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
か
ら
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
に
も
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」

や
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

申
告
書
作
成
会
場
を
開
設
し
ま
す

申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
原
則
ご
自

分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
ご
自
分

で
申
告
書
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
期
間

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬

　
　
　
　
（
平
日
の
み
）

〇
会
場
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

軽
自
動
車
お
よ
び
自
動
車
等
の

各
種
変
更
手
続
き
は
お
早
め
に

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
医
療
費

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
庁

確
定
申
告

検
索

確定申告書等
作成コーナー

国税庁ホームページ
（タックスアンサー

ページ）

国税庁ホームページ
（チャトボットページ）

〇
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

〇
必
要
な
も
の

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
登
録
し
た
２
種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
）

・
利
用
者
識
別
番
号
（
パ
ス
ワ
ー
ド
）

〇
そ
の
他

混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場

に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

整
理
券
は
会
場
で
当
日
に
配
付
し
ま
す

が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
発
行
も
可

能
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

整
理
券
の
配
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

白
河
税
務
署

☎
０
２
４
８
│
22
│
７
１
１
１

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象

に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説
明
会
へ

の
参
加
に
は
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
申
込
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

インフォメーション

帯
所
得
が
４
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

で
あ
る
こ
と
。

・
補
助
申
請
日
に
夫
婦
で
町
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
。

・
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
等

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
補
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

・
町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

・
婚
姻
時
の
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方

の
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

〇
補
助
金
額

住
居
費
（
住
宅
の
購
入
費
、
リ
フ
ォ

ー
ム
費
用
、
賃
貸
物
件
の
賃
料
、
敷

金
、
礼
金
等
）
と
引
越
し
費
用
の
合

計
額
（
上
限
額
24
万
円
）

〇
申
請
期
限

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

〇
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
地
域
創
生
課
窓
口
に
準
備

し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

〇
そ
の
他

予
算
枠
、
添
付
書
類
等
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
で
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
、

受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
方
を
対

象
に
、
「
介
護
福
祉
士
」
の
国
家
資
格

取
得
と
介
護
業
界
へ
の
正
社
員
就
職
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
２
年
間
の

教
育
訓
練
を
委
託
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

〇
訓
練
期
間

令
和
５
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月

〇
訓
練
会
場

県
内
の
介
護
福
祉
士

　
　
　
　
　
　
養
成
施
設

〇
受
講
料

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
や
保
険

代
等
は
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。
）

〇
募
集
期
間

２
月
24
日
㈮
ま
で

〇
選
考
日

３
月
６
日
㈪

〇
そ
の
他

申
込
方
法
、
選
考
内
容

　
　
　
　
　
　
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
規
学
卒
で
未
就
職
の
方
、
学
卒
未

就
職
者
で
卒
業
後
１
年
以
上
経
過
し

て
い
な
い
方
は
応
募
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山

☎
０
２
４
│
９
４
４
│
１
６
６
３

事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日

時

２
月
23
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〇
会

場

白
河
商
工
会
議
所

〇
そ
の
他

申
告
な
ど
に
関
す
る
関
係

　
　
　
　
　
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

東
北
税
理
士
会

白
河
支
部

鈴
木
隆
司
税
理
士
事
務
所

☎
０
２
４
８
│
27
│
０
３
１
６

放
送
大
学
で
は
、
令
和
５
年
第
１
学

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
・
教

育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
ぶ
事
が
出
来
ま
す
。

〇
出
願
期
間

第
１
回

２
月
28
日
㈫
ま
で

第
２
回

３
月
14
日
㈫
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
│
９
２
１
│
７
４
７
１

申

請

期

限

　
　
　新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
農
家

の
方
を
対
象
に
、
水
稲
お
よ
び
水
稲
転

換
作
物
の
栽
培
に
か
か
る
肥
料
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
農
家
の
方
に
は
申
請
書
兼
請
求

書
等
を
１
月
中
に
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
申
請

期
限
ま
で
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
申
請
方
法
な
ど
ご
不
明
な
点
は
、
産
業

振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

農
林
係

☎
33
│
２
１
１
３

町
で
は
定
住
促
進
・
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
要
件
の
全
て
を
満
た
す

新
婚
世
帯
の
居
住
に
係
る
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

〇
補
助
対
象
要
件

・
令
和
４
年
１
月
１
日
〜
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、

受
理
さ
れ
た
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

・
直
近
の
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
世

対
象
農
家
の
み
な
さ
ま
へ

福
島
県
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

介
護
福
祉
士
養
成
科
の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

税
理
士
記
念
日

税
の
無
料
相
談
会

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

棚
倉
町
で
の
結
婚
を
応
援
し
ま
す
！

２
月
28
日
㈫
ま
で
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東
日
本
大
震
災
や
令
和
４
年
福
島
県

沖
を
震
源
と
す
る
地
震
、
令
和
元
年
台

風
第
19
号
に
伴
う
災
害
等
に
よ
り
影
響

を
受
け
ら
れ
た
個
人
や
個
人
事
業
主
の

方
は
、
「
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
の

債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除
・

減
額
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
債
務
の
免
除
等
に
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
や
借
入
先
の
同
意
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

○
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
弁
護
士
等
の
登
録
支
援
専
門
家
に
よ

る
手
続
支
援
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

②
財
産
の
一
部
を
手
元
に
残
せ
ま
す
。

※
被
災
状
況
、
生
活
状
況
な
ど
の
個

別
事
情
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

③
債
務
整
理
を
し
た
こ
と
は
個
人
信
用

情
報
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
ロ
ー
ン
借
入
先
の
金
融

機
関
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
２
４
│
５
３
５
│
０
３
０
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
57
│
５
３
１
０

おはなしルーム
〇
日
時

３
月
３
日
㈮

午
前
11
時
〜

〇
対
象

ど
な
た
で
も

〇
内
容

〜
花
の
お
話
〜

　
　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

３
月
14
日
㈫

午
前
10
時
〜

〇
対
象

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

お
話
し
で
て
こ
〜
い

〇
そ
の
他

23
日
㈭
は
プ
チ
す
く
す
く

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

３
月

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
教
室
案
内

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

〇
日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

〇
日
時
２
月
２
日
㈭
・
16
日
㈭
・
３
月
２
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

〇
日
時

２
月
９
日
㈭
・
３
月
９
日
㈭

　
　
　
　
午
後
７
時
〜

〇
場
所

棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室

〇
日
時

毎
週
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
柔
剣
道
場

健
康
吹
矢
教
室

〇
日
時

毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
卓
球
場

エ
ア
ロ
ビ
＆
ヨ
ガ
教
室

〇
日
時

２
月
14
日
㈫
・
28
日
㈫

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜

〇
場
所

町
立
図
書
館

ゆ
っ
た
り
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

〇
日
時
２
月
９
日
㈭
・
16
日
㈭
・
３
月
９
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

〇
場
所

町
立
図
書
館
ほ
か

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

〇
日
時
２
月
７
日
㈫
・
21
日
㈫
・
３
月
７
日
㈫

　
　
　
　
午
後
７
時
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

ボ
ッ
チ
ャ
教
室

〇
日
時

２
月
25
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

卓

球

教

室

〇
日
時
２
月
４
日
㈯
・
18
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

〇
場
所

総
合
体
育
館
卓
球
場

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
33
│
３
１
６
０

○
募
集
住
宅

小
山
下
南
団
地

３
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
昭
和
48
年
建
築

簡
易
耐
火
平
屋
）

棚
倉
字
小
山
下
34
番
地
3

愛
宕
平
団
地
（
３
号
棟
４
階
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
12
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

愛
宕
平
団
地
（
４
号
棟
２
階
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
12
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

※
駐
車
場
各
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

○
申
込
期
限

２
月
14
日
㈫

午
後
５
時
ま
で
【
期
日
厳
守
】

○
入
居
の
時
期

３
月
１
日
㈬

○
そ
の
他

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

整
備
課

都
市
計
画
係

☎
33
│
２
１
１
４

募
　
　
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

東
北
財
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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インフォメーション

農業委員および農地利用最適化推進委員
を募集します

ɹொ಺ʹ͓͚Δ೶஍ͷར༻౳ʹؔ͢Δ༷ʑͳ׆ಈΛ͏ߦҕһΛืू͠·͢ɻ
ɹืूͷ֓ཁʹ͍ͭͯ͸ɺԼهͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

〇受付期間ɹɹ̎月15日 ʙ３月17日 ɹඞண
ɹɹɹɹɹɹɹ˞ޕલ̔30࣌෼ʙ15࣌̑ޙޕ෼（ฏ日ͷΈ）

〇応募方法ɹɹஂମ౳ʹΑΔਪનɺ·ͨ͸ࣗΒԠื
ɹɹɹɹɹɹɹɾԠื֨ࢿ౳ɺৄ͘͠͸ொϗʔϜϖʔδͷืूཁ߲Λ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ
ɹɹɹɹɹɹɹɾԠืॻྨʹඞཁ߲ࣄΛهೖͷ্ɺ೶ۀҕһձࣄ຿ہ΁ఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ（Ԡืॻྨ͸೶ۀҕһձࣄ຿ہͰ഑෍͍ͯ͠Δ΄͔ɺொϗʔϜϖʔδ͔Β΋μ΢ϯϩʔυͰ͖·͢ɻ）

〇そ の 他ɹɹड෇ؒظͷத͓ؒΑͼؒظऴྃޙʹɺொϗʔϜϖʔδͰɺਪનΛड͚ͨํ͓ΑͼԠื
ɹɹɹɹɹɹɹͨ͠ํʹؔ͢Δ৘ใΛެද͠·͢ɻ

■お問い合わせ・提出先　棚倉町農業委員会事務局（産業振興課内）　☎33-2113

農業委員 農地利用最適化推進委員

職務内容

೶ۀҕһձͷ૯ձͰɺ೶஍ͷݖརҠಈ౳
ͷڐೝՄʹؔ͢Δ৹ٞɺܾఆΛ͍ߦ·͢ɻ
·ͨɺ೶஍ͷ現஍ௐࠪ΍୲͍ख΁ͷ೶஍
ར༻ͷूੵɾू໿Խɺغ์࡞ߞ஍ͷൃੜ
๷ࢭɾղফ౳ͷ現৔׆ಈ౳Λ೶஍ར༻࠷
దԽਪਐҕһͱ࿈͍ߦͯ͠ܞ·͢ɻ

ҕһձ΁ͷۀಈྫɹຖ月ఆྫͷ೶׆ 
 ɹɹɹɹग़੮͓Αͼ೶஍ύτϩʔϧ౳

೶஍ͷ現஍ௐࠪ΍୲͍ख΁ͷ೶஍ར༻ͷ
ूੵɾू໿Խɺغ์࡞ߞ஍ͷൃੜ๷ࢭɾ
ղফ౳ͷ現৔׆ಈ౳Λ೶ۀҕһͱ࿈͠ܞ
ɻ͢·͍ߦͯ

ಈྫɹ年数ճͷ現஍ௐ͓ࠪΑͼ׆ 
 ɹɹɹɹ೶஍ύτϩʔϧ౳

任　　期 令和̑年̓月̎̌日͔Β令和̔年̓月１̕日（３年ؒ）

募集人員 １５人 １４人

応募資格 ೝఆ೶ऀۀͷํɺ·ͨ͸೶ۀʹؔ͢Δࣝ
Ͱ͖ΔํɻߦΛ༗͠ɺ৬຿Λ਱ݟ

೶஍౳ͷ࠷దͳར༻ਪਐʹ೤ҙͱࣝݟΛ
༗͢Δํɻ

報 酬 等
２３０，０００円（年額）

ɹɹɹ˞໾৬Ͱใुֹ͕มΘΓ·͢
ɹɹɹ˞ଞ日౰͋Γ

１８０，０００円（年額）
ɹɹɹɹɹ˞ଞ日౰͋Γ
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〇学童軟式野球全国大会
ɹ୨૔Ωοζεϙʔπগ年ஂ
〇東北高等学校駅伝競走大会

ୌ
㆟ㆌㆵㆉ

ਂ৺
ㆿ

࡙
㆕ㆌ

͞Μ（日େ౦๺１ߍߴ年）
〇全国高等学校ダンスドリル冬季大会

ۚ
ㆉㆪ㆖㇏

ᖒ൤
㆓ㆨ

މ
㆓

͞Μ（ֶ๏ੴ઒̎ߍߴ年）

まちの話題

日

月1
15

ɹՐࡂ༧๷ҙࣝͷ্޲ɺফ๷ஂͷߴؾ࢜༲ΛਤΔͨΊɺ୨૔ொফ๷ஂʹΑΔग़ॳ͕ࣜߦΘΕ·ͨ͠ɻࣜʹઌཱ
ͪɺશͯͷফ๷ஂһɾं྆ʹΑΔύϨʔυ͕ߦΘΕɺ౷؂Ͱ͋Δொ௕ͱফ๷ஂ௕Λઌ಄ʹɺम໌͔ߍߴΒઙ઒
口ަࠩ఺·Ͱߦਐ͠ɺՐࡂ༧๷Λݺͼ͔͚·ͨ͠ɻ୨૔খֶߍߍఉͰߦΘΕͨग़ॳࣜͰ͸ɺফ๷ஂ௕ʹΑΔࣜ
ࣙɺ౷ࣔ܇؂ͷ͋ͱɺ̔人ͷୀ৬ஂһ΁ͷফ๷ி௕׭ใঈ（ۜഋ）ͷ఻ୡɺ̎人ͷফ๷ࢪઃෑ஍ऀྗڠ΁ͷײ
ँঢ়ͷଃఄ͕͋Γɺͦͷޙɺ؍Ӿ͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻফ๷ஂһ͸ࠓ年Ұ年ͷແՐࡂɾແ֐ࡂΛ੤͍·ͨ͠ɻ

ɹ૯߹ମҭؗʹ͓͍ͯୈ30ճ୨૔ொΠϯυΞϗοέʔେձ͕։͞࠵Εɺখֶੜ男ࢠͷ෦ʹ11νʔϜɺখֶੜ
女ࢠͷ෦ʹ10νʔϜ͕ࢀՃ͠·ͨ͠ɻொ಺ͷখֶ5ɾ6年ੜͰฤ੒͞Ε֤ͨνʔϜ͸ɺ޼ΈͳεςΟοΫ͞͹
͖ͱύεͰϘʔϧΛ͗ܨɺΰʔϧલͰ͸ܹ͍͠߈๷Λ܁Γ͛޿·ͨ͠ɻձ৔Ͱ͸ଟ͘ͷอऀޢ΍ڭ৬һ͕ഥख
ͰԠԉ͠ɺձ৔த͕೤ؾʹแ·Ε·ͨ͠ɻ೤ઓͷ݁Ռɺখֶੜ男ࢠͷ෦͸ʮ୨খϩʔϧΩϟϕπ܉ʯɺখֶੜ
女ࢠͷ෦͸ʮ୨খϥοΩʔΨʔϧεʯ͕༏উ͠·ͨ͠ɻ

▶  防火を誓い、気持ち新たに

▶ 寒さに負けない熱い戦い

ɹ10月１日͔Β12月31日·ͰͷؒظͰ։ͨ͠࠵ɺ
Θ͘Θ͘ʂͨͳ͙ΒελϯϓϥϦʔͷநબձ͕
໾৔ਖ਼ிͰߦΘΕ·ͨ͠ɻԠื૯数͸4,152௨Ͱɺ
ਖ਼ͳநબʹΑΓɺಛ৆͔Β̑౳·Ͱͷ౰બऀ͕ݫ
ܾఆ͠·ͨ͠ɻ500໊ͷ౰બऀʹ͸ॱ࣍ɺ৆඼͕
ൃૹ͞Ε·͢ɻ
ɹͨ͘͞Μͷ͝Ԡื͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻ

▲  当選者が決定しました

日

月1
20

日

月1
8

ਅ͸্ࠩ͛͠·͢ɻࣸͨ͠ࡌܝ
·ͨɺ਎ۙͳ৘ใ͕͋Γ·ͨ͠Β஍Ҭ૑ੜ՝·Ͱ͓஌Β͍ͤͩ͘͞ʂ

地域創生課　企画調整係　☎33-2112 Photos

ɹࢠͲ΋ηϯλʔʹ͓͍ͯɺࡍࠃతʹ׆༂͞Ε͍ͯ
ΔϓϩϚδγϟϯɺ%S�ϨΦϯ͞ΜʹΑΔϚδοΫ
γϣʔ͕։͞࠵Εɺொ಺ͷখֶੜΛத৺ʹ໿50人
ཡʹ๚Ε·ͨ͠ɻ؍͕
ɹϨΦϯ͞Μ͕՚ྷͳϚδοΫΛʮίϯϓϦʔτʯ
͢Δͨͼʹɺഥखͱͱ΋ʹʮϒϥϘʔʂʯͱ׻੠͕
෸͖͜ىΓɺձ৔͸େ͍ʹ੝Γ্͕Γ·ͨ͠ɻࢠͲ
΋ͨͪ͸ϓϩͷϚδοΫΛؒۙͰݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ
ౙٳΈͷΑ͍͍ࢥग़ʹͳͬͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

子どもセンター冬休みスペシャル ▶

日

月12
28

▲

Let’sたなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～
各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。

日

月12
21

ɹொͱ᷂γʔζ͸ɺࢠͲ΋ҭ੒ڠۀࣄఆΛక݁͠
·ͨ͠ɻ
ɹ͜ͷڠఆʹΑΓɺকདྷɺொͰֶͿࢠͲ΋͕ͨͪ
ʹଓՄೳͳࣾձͮ͘ΓͷͨΊʹඞཁͳ஌ࣝΛ਎࣋
෇͚ΒΕΔΑ͏ɺ᷂γʔζͷࢪઃ΍ઃඋɺੜ࢈෺
౳Λͯͬ࢖৿ྛࣨڭڥ؀΍৯ҭࣨڭͳͲͷۀࣄΛ
Δ͜ͱʹͳΓ·͢ɻɹɹ͢ࢪ࣮
ɹక݁ࣜͰ͸ɺ౬࠲ொ௕ɺੴҪࣾ௕͕ͦΕͧΕڠ
ఆॻʹॺ໊͠ɺ࣋ଓՄೳͳࣾձ࣮現΁͚ͨ޲ཧ೦
ͷڞ༗͕ਤΒΕ·ͨ͠ɻ

▲ 子ども育成事業における協定締結

〇全日本U-15フットサル選手権大会全国大会
দ
ㆾㆤ㆗㆟

Լ७
㆙ㆿ

஌
ㆨ

͞Μ（୨૔தֶ３ߍ年）ɺদ
ㆾㆤ㆗㆟㆓㆓

Լ͞ޞΜ（ಉ３ߍ年）
খ
ㆈ

⅓
ㆰㆾ

ָ
㇉

า
㇆㇀

͞Μ（ಉ３ߍ年）ɺٶ
ㆿ㇄㆖ㆌ

⃻૵
㆝ ㇉

ိ͞Μ（ಉ̎ߍ年）
∁
㆟ㆉㆿ㇄

ྑٶ
㇊㇇ㆄ

ଠ
㆟

͞Μ（ಉ̎ߍ年）
〇ＪＯＣジュニアオリンピックカップ全国都道府県対抗中学バレーボール大会

খ
ㆈ

ࢁ
㇄ㆾ

ా
ㆠ

ঙ
㆗㇇ㆄ

ޗ
㆔

͞Μ（୨૔தֶ３ߍ年）

˛ୌਂ৺࡙͞Μ ˛খాࢁঙ͞ޗΜ
ɹ（എ൪߸̒൪）

˛୨૔Ωοζεϙʔπগ年ஂ ˛ࣸਅ͔ࠨΒদԼ७஌͞Μɺ
ɹ∁ྑٶଠ͞Μɺখ⅓ָา͞Μɺ
ɹদԼ͞ޞΜ
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町民リレー 269

マーク シャノン

Shrines and Temples on New Year’s
お正月の社寺

Do anything fun recently?

On New Year’s Day I went to 
Yatsuki Tsutsukowake Shrine to 
welcome in the New Year.

How was that? Was it crowded?

There were quite a few people 
there, so I had to wait in line to 
clap and pray at the shrine. Did 
you visit any shrines?

No, I didn’t. But I did ring the bell 
at Rengeji on New Year’s Eve to 
welcome the New Year.

It’s fun to visit Japanese shrines.

最近、何か面白いことあった？

元旦に新年を迎えるために八槻都々古別
神社に行ったよ。

どうだった？混んでた？

結構人が居て、お参りするために行列に
並んで待ったよ。
シャノンは初詣に行った？

初詣には行かなかったよ。でも、大晦日
に蓮家寺で新年を迎えるために
除夜の鐘をついたよ。

日本の神社を訪れるのは楽しいね。

Shannon：

Mark：

Shannon：

Mark：

Shannon：

Mark：

シャノン：

マーク：

シャノン：

マーク：

シャノン：

マーク：

※「おめでた｣・｢おくやみ」について、掲載を希望
されない場合は、地域創生課　企画調整係(☎33
－2112）までお申し出ください。

みんなのひろば

　二十歳を迎えられた皆さん、おめでとうございます。二十歳のつどいは、マスク着用の徹底といった基本的な感染対策を
とりながらの開催となりましたが、旧友と再会し晴れの日を迎えられたことは一生に一度の思い出になることと思います。
皆さんの晴れ姿を見て、私も元気をもらいました。撮影にご協力いただきありがとうございました。（佐藤）

編集後記

人の動き 令和５年１月１日現在
人口ɹ13,277人（＋̐人）ɹ世帯数ɹ5,110世帯（＋16世帯）ɹ男性ɹ6,557人（＋̕人）ɹ女性ɹ6,720人（－̑人）

おめでた（12月中の届け出） おくやみ （12月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所
দຊτΩࢠ 77 ொ ཪ լɹΞαߕ 92 ؔ 口
ਫ໺ώαࢠ 86 ਫനా ઌ⃻ɹलߦ 71 ؔ 口
લాɹҰ෉ 82 ਫനా ۚᖒɹ℄ٓ 83 ਔެّ
ۚᖒτϛࢠ 89 தډ໺ ɹɹΩϤݪ 92 Ұ ৭
໼ਧɹݡҰ 66 தډ໺ ੴҪتॏ࿠ 91 ෱ Ҫ
ɹय़男 83ٶ∁ ๺ ொ খాࢁଟլࢠ 67 అ
ɹॏ٢ݪּ 91 ๺ ொ ෢౻ɹจޗ 94 খ ௺
খ஑ϛπϭ 98 ؘέٰ ໦ɹརউ 70 ෋ Ԭ

໦ɹت୅ 101 ؘέٰ ۚᖒɹᆹࢠ 85 ീ ௬
٢ాɹ⇮ࢠ 89 ݹ ொ ٠஑ɹউ඙ 79 ീ ௬
ࢠʑ໦ඒಸࠤ 93 ৓ ੻ 和஌ɹ ೫ 86 தࢁຊ
ੴҪɹ和ࢠ 89 Լ ொ 和஌ɹঙᆹ 92 தࢁຊ
ࢠɹਖ਼ڮ∁ 70 ੢தډ ɹϚΩࢠ૿ 90 தࢁຊ
᝛ɹɹఃࢠ 93 ؔ 口 দຊɹ෢ར 64 Լख୔

米寿を迎えました

両親の名 出生児 住   所
খྛɹ༞հɾɹา ཥɹే（Γɹͱ）ਫനా

໦ɹՅ人ɾསࢠߐ ༿೫՚（͸ͷ͔）ؔɹ口
খྛɹՅོɾઍࣿࢠ ɹ෨ɹ（͔͑Ͱ）Ұɹ৭
ۙ౻ɹɹྑɾ࣮ɹ՚ ɹ੒ɹ（ͳɹΔ）ٯɹ઒

長谷川ミヨ子さん
（町　裏）

昭和10年１月18日生

佐藤　芳男さん
（北　町）

昭和10年１月28日生

陣野　紀代さん
（下山本）

昭和10年１月18日生

鈴木　律子さん
（城　跡）

昭和10年１月３日生

小針　良夫さん
（関　口）

昭和10年１月19日生

小針タカ子さん
（関　口）

昭和10年１月10日生

大輪　　男さん
（関　口）

昭和10年１月20日生

飯島　富子さん
（町　裏）

昭和10年１月18日生

増田　アイさん
（南　町）

昭和10年１月23日生

　　　　人の動き　令和３年３月１日現在

人口  13,695人（－28人） 世帯数  5,094世帯（＋１世帯） 男性  6,7770人（－15人） 女性  6,925人（－13人）

棚倉町公式SNS
インスタグラム

【enjoy_tanagura_town】
フェイスブック

【棚倉町】
ツイッター

【たなちゃん(公式）
　　@LoveTanagura】

◆
氏
名
…
曲
山

誉
将
さ
ん

◆
住
所
…
仁
公
儀

◆
職
業
…
会
社
員

◆
趣
味
…
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

　
　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

こ
の
度
、
西
牧
駿
さ
ん
よ

り
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
ま
し

た
、
曲
山
誉
将
で
す
。

僕
は
四
季
を
感
じ
な
が
ら

遊
ぶ
の
と
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
好
き
で
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
登

山
や
キ
ャ
ン
プ
、
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な

ど
様
々
な
こ
と
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
最
近
本
気

で
頑
張
っ
て
い
る
の
が
、
世

界
最
大
の
障
害
物
レ
ー
ス
、

ス
パ
ル
タ
ン
レ
ー
ス
に
出
場

す
る
こ
と
で
す
。
写
真
は
、

昨
年
の
９
月
に
新
潟
の
ガ
ー

ラ
湯
沢
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ

た
レ
ー
ス
に
出
場
し
た
時
の

も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
ス
キ
ー

場
の
坂
を
20
㎞
走
り
な
が
ら

35
種
目
の
障
害
物
を
ク
リ
ア

し
て
い
く
レ
ー
ス
で
、
ゴ
ー

ル
直
前
は
火
の
上
を
飛
び
越

え
る
と
て
も
ク
レ
イ
ジ
ー
な

レ
ー
ス
で
す
。
こ
の
レ
ー
ス

に
出
場
し
た
こ
と
を
機
に
、

私
は
挑
戦
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
覚
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
レ
ー
ス
で
上
位
入
賞

す
る
と
、
ド
バ
イ
で
開
催
さ

れ
る
世
界
大
会
の
出
場
権
が

手
に
入
る
の
で
、
い
ず
れ
は

出
ら
れ
る
よ
う
日
々
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
次
な
る
挑
戦
は
、

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ア
イ
ア

ン
マ
ン
レ
ー
ス
で
す
。
こ
の

レ
ー
ス
は
、
ス
イ
ム
４・
２

㎞
、
バ
イ
ク
１
８
０
㎞
、
ラ

ン
42
㎞
の
鉄
人
レ
ー
ス
で
す
。

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
そ

う
な
の
で
、
こ
れ
に
向
け
て

も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

そ
ん
な
多
忙
な
毎
日
の
息

抜
き
が
、
旅
に
出
る
こ
と
で

す
。
体
力
や
行
動
力
の
あ
る

う
ち
に
、
日
本
や
世
界
の
美

し
い
景
色
や
建
物
、
文
化
や

歴
史
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
の
大
切
に
し
て
い
る

言
葉
の
一
つ
に
「
日に

ち
に
ち々

是こ
れ

好こ
う

日じ
つ

」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
毎
日
が
い
い
日

に
な
る
よ
う
に
し
な
さ
い
と

い
う
意
味
で
す
。
み
な
さ
ん

も
毎
日
が
い
い
日
に
な
る
よ

う
、
日
々
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

お
名
前

深
谷

寿
さ
ん

住

所

仁
公
儀

次
回
紹
介
者

広報広報

16５.２.１
広報広報
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11月の健診で撮影させていただいた皆さんです。１月号、２月号、３月号の３回で紹介します。

編
集
•発
行
／
棚
倉
町
役
場
地
域
創
生
課

令
和
５
年
２
月
１
日
発
行

たなぐらスナップ ～だんごさし～

　だんごさしは小正月（１月15日）に行われる伝統行事で、豊作や無病息災などを願い、だんご
や米俵、鯛、大判小判などのふなせんべいをミズキの木に飾りつけます。町内では子どもたちが
健康などを願いながら、枝先に白やピンク、黄色など色とりどりのだんごを飾りつけ、日本の伝
統行事を楽しみました。

広
報

〒963－6192
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地

TEL 0247－
33－

2112　
FAX 0247－

33－
3715

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

U
RL
http://w

w
w
.tow

n.tanagura.fukushim
a.jp/

E-m
ailinfo@

tow
n.tanagura.fukushim

a.jp

●３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

む し 歯
の な い 子

ぼくは、むしばなん
てきらいだよ！！

いしい　そら くん
毎日歯みがきがん
ばっています。

あいかわ　つむぎ ちゃん

毎日歯みがき頑張っ
ています。

こんどう　まなと くん
毎日がんばって歯み
がきしています。

おおの　こうき くん
毎日泣かずに歯みがき
がんばってます。

こんどう　めい ちゃん
まいにちお姉ちゃんと
はみがき頑張ってるよ！

おやまだ　いちと くん

よく磨けました！

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
す
く
す
く
ル
ー
ム
）

棚
倉
保
育
園

社
川
幼
稚
園




